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要   旨： 
 「現代社会における「思考」の意味についての一考察—アーレントの全体主義論に基づいてー」

において横川氏はハンナ・アーレントの作品に立ち返り、21 世紀の社会の中でもなお色あせな

いその有効性を示すことを目指す。特に現代社会における全体主義的な要素を把握し、その危機

の克服の可能性を深める。 
 第一章において横川氏はハンナ・アーレントの最初の作品である『全体主義の起源』を解読し、

歴史的でもなく、哲学的でもない、珍しい作品であるということを指摘する。また横川氏はその

作品についての当時の批判と現在のコメントを紹介してから、自分の立場、つまり『全体主義の

起源』にアーレントが論じた点に合意すると述べている。 
 第二章から横川氏はアーレントの他の貴重な著作を取り上げて独自のテーゼを述べている。第

二章においてはデモクラシーに関する問題が論じられる。アーレント自身はデモクラシーについ

てあまり論じなかったが、横川氏は西欧の思想において哲学者がデモクラシーを批判する伝統が

あり、特に批判の対象であるギリシャ古代時代のアテナイデモクラシーと 20 世紀の初頃のワイ

マールデモクラシーの歴史的な例を挙げていて、デモクラシーに対する不信感を指摘している。

横川氏にとってその批判の焦点となっているのは大衆であり、私たちが現在生きている民主主義

的な社会も大衆社会である。私たちは人間として労働者であると同時に消費者である。このこと

は現在の世界において最高の価値は労働であり、人間的な活動力である活動—人間と一緒に共通

の世界を構築するという活動—は忘れられていることも意味する。言い換えれば私たちは共通感

覚を失っている。その喪失があるから、私たちはメディアのメッセージや政治学者の操作に弱く

なってきた。第三章において横川氏は思考の欠如という危機を克服する態度を明らかにするため

の方法を『精神の生活』という最後のアーレントの著作に基づいて論じている。孤独の中で行使

する能力である思考と共通の世界を形成する人間の活動をどのようにして結びつけるか、それは

最も難しい論点である。その点で横川氏がアーレントの思想の限界や盲点を解明することが十分

であったとは言い難い。それでもなお、氏がアーレントの書いた膨大な著作を精読し、現代社会

を理解するためにその思想が有効であることを十分に把握できる論文を執筆できたといえる。 
 よって、本論文は、博士（ヒューマン・セキュリティ）（同志社大学）の学位を授与するにふ

さわしいものであると認められる。 

  

 



 
 

総合試験結果の要旨 

 

2011 年 1 月 30 日 
 

論 文 題 目： 現代社会における「思考」の意味についての一考察

―アーレントの全体主義論に基づいて― 

 
学位申請者： 横川 和代 

審 査 委 員： 
主 査： グローバル・スタディーズ研究科 教授 アンヌ・ゴノン 
副 査： 総合政策科学研究科       教授 中川 清 
副 査： 総合政策科学研究科       教授 柿本 昭人 
 

要   旨： 
 横川氏の学位申請論文について、2011 年 1 月 22 日 12 時 30 分から 13 時 30 分まで、公聴会

方式により口頭試問を実施した。まず、横川氏自身から約 30 分にわたって論文の概要について

のプレゼンテーションを行ってもらい、その後約 30 分間、横川氏と審査委員との間で質疑応答

を行った。 
 審査委員からは、まず論文中に使用されている用語、概念についての理解について確認があっ

たが、横川氏はいずれに対しても正確に説明をしていた。また、内容面での弱点や疑問点につい

ての質問に対しても、今後の研究課題を示した上で審査委員を納得させる回答をしていた。 
 以上のことから、横川氏の十分な研究能力を確認することができた。 
 また、外国語能力については、哲学、社会思想、あるいは社会学における先行研究の検討にお

いて、多数の英語・ドイツ語文献・資料を参照・引用しており、その理解や引用においても誤り

がないことを確認した。したがって、研究に必要な外国語（英語・ドイツ語）能力は十分である

と判断した。 
 よって、総合試験の結果は合格であると認める。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 








